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ミシェル・フーコーの統治性概念

　　　その射程と展開

高　橋 準

嘩　はじめに一一ミシェル・フーコーの統治盤藩究

　ミシェル・フーコー（欝。疑。＆盛t，購虻鼓纏、欝26畦g8塁〉の「統治牲lgo積ve撒色

膿e畿a翫6M醗究は、いわゆる「空白の8年闘3（ゼセクシュアリテの歴史垂

の第i巻が飛行された露76年から、第2巻および第3巻が鑓綾された婚縫年ま

での閥〉にコレージュ・ド・フランスで行われていた綾の講義の中で発表され

ていたものである。なかでも欝78年および欝79年の講義が中心となっている．

　統治性醗究は、フーコーの生前は、著書としてまとめられることもなく、そ

れゆえ広く知られることもなかった。ただ、コレージュ・ド・フランスの講義

撮要iにはフーコー露身による要約が記されてお拳、オーディオ・テープ2にも

講義が記録されている。また、統治性に絶する講義が行われた珍78年の講義の

うちの董騒分は、イタジアでig78年に・4露護魏誌に訳懲され、その後薬譲にも

翻談さ蕊ている3。そのほか、この時蟻のいくつかの講演、セミナーの記録、論

文などから、統治性癖究にかかわるフーコーの思考をたどることもできる尋．

これらを参黙することにより、璽在のわたしたちにも鞍の思考の発展に接近す

ることが薄能になっている。

　近年統治姓概念に絶しては、フーコーのセミナー・講義に参撫した醗究者な

どによる欝究の成果が櫓次いでまとめられている5．また、統治牲観念そのも

のに絶する縷説もなされてお鯵、馨本では米谷醗江がフーコー・センターの講

義テープの聴取にもとづいた詳総な硬究を行っている恐。

　本稿は、まず統治鑑機念の概要を明らかにした上で、続絵姓をめぐる砺究に

おける今後の課題を縫起し、そのうちの一つについて検討方晦の概略を示すこ
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とを霞的とする。

2　統治姓め極意

　では最溺に、主にフーコーの欝78年2舞殿講義の講義録’の流れに沿って、

必要に応じてその飽の彼の譲考を参黙しながら、統治牲機念の媛酪を確認する

修業を行っておこう。

　まずフーコーは、総量紀羊ばから露盤紀にか銑ナて、ダ統治の技法（晦rtde

gO騨e搬敬／jにかかわる言説がヨーロッパで数多く理れると遠べている1即．

635－6381．

　フーコーによれ、ぱ、絡縫紀とは、r統治（go簸ve欝ε驚ε鼠擁の問題がさま

ざまのかたちをとって鐵てきた時代であった。ここで《go駁vεme懲ε魏》と

は、政治・鴛敵機講としての誕政府達を意味するものではない。そうではなく

て、「綴人や集懸の行為を導く様式∫、また、匿縫者の行動のさまざまな可龍姓

に短して働きかけるように定められた、多少な瞬とも熟考され計算された行動

様式をも含む酋ものであるという、この言葉の原義にかえって考えなければな

らないと綾は遠べる。

　この時代には、自己の統治、あるいは魂や生活の統治の問題、幼きものの統

治としての教畜の問題、そして君主による羅家の統治の問題などが、講時にわ

き起こってきている．これらは、フーコー一によれば、絡縫紀の歴史的状浅の産

物である。すなわち、封建麟の解体に撰き続く中央集権的で行政的・殖民主義

的羅家の誕生と、宗教改革と反宗教改革によって瞬き起こされたヂ宗教的解体ま、

この二つの根反する方講盤を持つ動きの交差する地点において生み鐵されたも

のがさまざまな統治の瞬題への馨§心だとフーコーは主張する睡、6361。

　さまざまな議論のうち、フーコーが中心的に譲じょうとするのは、ニコ律・

マキャヴェジの罪悪1主論雲（露P海鰓麗魏，蔦32〉に、瞬示的にあるいは暗黙に鰐

航して書かれたいくつかの書翰である。これらの著作をまとめて、ここでは

rアンチ・マキャヴェ夢ス継という霞葉で表現しておこう．2月i馨講義で
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は、フーコーはその中でも特に、ギヨーム・ド・ラ・爬婆エールの『政治の鑑墨

（Lε擁欝かβo癬毎欝，蔦55〉に焦点を当てて議論を進めている・

　マキャヴェ夢のぎ鷺主輪重は、書室の権力を領ま：との麗係でとらえようとす

る．嚢主とは、毎撮したものでも穣続したものでも、自分が支醒する覆土に請

して、その外部にあって曝一の超越した存在として位置している。それゆえ、

書主の権力はもろくくずれやすい．そこで、どうやって書主と頻土の繹を維持

するかについての議論をマキャヴェ磐ま展開することになる1即蔭38略39し

たとえばそれ・は軍事力であ参、麗民に愛さ翻るよりもおそれられることである・

　これに嬉して、アンチ・マキャヴェ夢ストが薄鬱するのが「統治の技法まで

あるゆ．63鑓。以下、フーコーに従って、ラ・ぺ撃エールの展醸するr統治

の技法ま譲について、マキャヴェリの『慧主隷書と薄髭的に整運してみよう。

　まず第一に、ラ・ぺ夢エールが言うところの「統治者欝騨e騰e欝」とは、

「君主漣だ嫉を愚昧するものではない。王、皇帝、領主だけではなく、「知事、

高位の聖職者、判事などまも含むものであるとされている・アンチ・マキャヴ

ェジストのその絶の著作家たちの議論でもこの点は横様である・また・それに

応じて統治の対象もr家、子ども、魂、韻士、修道会・宗教的秩序、家族j

l　p・64硝と多畦にわたる．慰霊の蟹家続治は、こうした数ある統治の形態の

串の一つに過ぎない。

　フーコーはここで、i7崔1紀のノレ・ヴァイエFya鼓C（｝ls6eL3醗ot嚢eLeV段yer

のぎ嚢主の家政雲（む〔翫醗。窺毎欝磁卸駕ε．絡53〉を弓霧しながら、さまざ

まな統治を、窓己の統治．家躾の統治、国の統治の三つにまとめている。これ

らのそ蕊ぞれは、ある種類のr学量と結びついている。自己の統治は道徳の閣

題に、家族の統治は家政洩。簸。擁eに、そして羅家を統治することは政治学に・

　そして、この三つが互いに連続性を持っていることが、アンチ・マキャヴェ

ジストの議譲に特徴的なことである。たとえば、ル・ヴァイエにおいては、一

園の支離者たるものはまず虜らを治めるカを身につけなければならないとされ

る。彼の著作はフランス王太子の教官のために書かれたものであるが・まず最
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初に道徳の問題、そして家数、政治、という腰序で議論が壷んでいる。将来の

統治者の教育の順序は、このような「統治の技法茎の上昇方陶の連続性を想定

して定められている。己為を適燐に治めること麟可籠な者は家を適燐に管達す

ることができ、そしてそれがうまくできるものは麟家を適靱に統治することが

可籠である、というわけだ。逆に害えば、馨家がうまく運営されているときに

はおのおのの家が適燐に家長によって運営されているということであ滲、また

そのとき各盛人はそれぞれが適燐な振る舞いをしているというこどでもある・

これはいわば、下降方向の連続難iと震える［至撃．6蓬餅64葺。

　こうした連続性の鍵になっているの麟、家の統治、すなわち家政6co登ぴ睡e

である．ア婆ストテレスの籔治学薩以来、ヨーロッパの知的伝統の中では家

政と政治の問題は溺種のものとして甥穆離されてきたとされるが、罫統治の技

法」論の中でこの講者は再び接続される。いわば、r統治の技麹譲は、家政

のモデルを藩政の中に持ち込むというものだったのである。この点が、アンチ・

マキャヴェ壁ストの罫統治の技法達識の第一の中心的な論点であるといえる。

　第二には、マキャヴェ夢が嚢主と領土との雛係を鷺題にし、統治の鰐象は第

一に繧土とそこに住んでいる住民であると考えたのに対1して、ラ・ぺ夢エール

は、罫統治とは、事物の重しき醍　巷のことである窪［β．懸濁と主張する。ここ

で、「事勃。醸）sε茎とは、r人や勃からなるある種の複合体ま［聾6431のこと

である。統治の薄象とは、したがって、人々だけではなく、人々とその櫨のも

の、つま蓼、富や資源や生活手段、領土などとの縫係でもあ撃、人々が生活す

る際に堪れてくるさまざまな事象　　飢餓や伝染病や死といったものでもある

1β．艇壕．統治者は、あたかも鉛を走らせるように、領土を経営しなくてはな

らない。離を動かす際には、どのぐらいの人手があるか、船を動かすための資

材はどうなっているか、運ぶべき積み蒋の具合はどうか、また、滋向きや暗礁

や嵐といった、航海を続けていくにあたって考慮すべきさまざまの可能性がど

うなっているか、などを念頭に置塾ていなくてはならないのである。国家の統

治もこれと瞬じというわけだ、この時にもやは参、モデルとなるのは家政す
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なわち家の統治であるとされている1傘64舅。

第三に、纐台の鋤．マキャヴェリにおいては駐の顛紛曲は麺酵

と鑛土との関係の強化、すなわち支醍それ嚢身であった。あるいは主権

so騨eでa量醸ξの理論においても問題は購じことだ・主権にとって一番大事なこ

ととは、人々が法に澱することである。しかし・ラ・ぺ夢エールにおいては霞

的は異なっている．先ほども弓補したとお甑鍍にとって、統治とは、罫事物

の窪しき翫殆であ撃、医事勃をしかるべき霞的に合わせて整えること！であ

る［登、艇31。そのrしかるべき嚢的葺とは、主権のように統治それ霞身とい

うことではなく、瞳賞すべき事勅の中に存在する」ものである。たとえば、

蟹の塞を塔撫させることであった瞬、人縫を増糠させることであった吟。また、

こうした欝的の達成のための手段は．主権においては法であるのに耕し、統治

の手段は「さまざまな戦衛tact戦旗鷺綴versesjである童麩64鑓。

第懸こ、マキャヴェ勤耀事力を滋の支醍の率然耀くのに蛾・ラ最

要エールはむしろ勃遅力を行緩しないことを重複する。大事なのは、軒忍醗

p麓艶鶴。εと智恵s＆響εsseと勤魑｛欝量墓e盤ceまである巨群64？ユ。忍耐とは、蜜彗を

持っていても、それを統治のためにふるわないということであり、響恵とは、

神に与えられた知識（神授の法〉ではなく、事勃についての十分な知識であ甑

嚢勉とは、曜一これを持ってして統治者が統治を行い得るものである。ラ・ぺ

夢エールは、韓は家の誰よりも早く起き、夜は一番最後に床に入甑家の中を

購から購まで知馨尽くしている家長の倒をあげている［登繕71・あたかもこ

の家長は、自分が統治すべき家に奉仕しているかのようであるが・統治すべき

家の事物について加撃、勤鍵にそれらに気を齧ることによって、家を適饗に統

治しているのである。

　重要なのは、絡量紀のr統治の技法3譲の中で、軒家政まが蟹家運営のモデ

ルとされるということである。近代化にともなって合理性摂追求されるように

なったという通説から考えれば、これは一見逆行のようにも思えるのだが．そ

こに近代へとつながっていく遵鰯をフーコーは見いだそうとするのである。
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　i7盤紀にこうした思想の系譜を継承するものは、たとえば重商主義の思想で

あったが、しかしながら重商主義には大きな鰻葬があった。それは、叢藩主義

が維韓巻主の権力を増大させるためのものであったということによる、とフー

コーは捲擁する。重藻主義は、羅の富を増撫させるというよりはむしろ、籍繋

君主の憲を増撫させ、政策の遂行のために絶薄君主が録有する軍事力を塔強し

たのであった［β．麟鱗。

　また、葺毯1紀にはそれ以外にもいくつもの瞳害があった。一つには、当鋳の

権力を考える際の枠組みであった主権という枠緩みが、あまりにも独象的で露

定的であったということがある。もう一つには、統治の理論が依然「家数」と

いうそデルに縛られていたということがある。「家蚊」のモデルは拡大する領

土と大観模化する王室難敵を擾うには、あまりにも不適窮なものとなりつつあ

った［嚢．65硝．

　こうした緯書がと馨はらわれるのは、F入舞瀞脚la童海鞘の発見によってで

ある．入舞は独自の規則姓（死之率、罹患率、増撫率、その勉／を持つ婦象で

ある。したがって、新しい統治の妓籍が必要になってくる。その結果生み鑛さ

れるのが、国家の科学としての號計学stati瀬鱗e」である。これ以降、家は

統治のモデルであることをやめ，人縫という新たな統治の鰐象に緩み込まれた

一要素に変ずる。

　人藤は、統治の財象となると瞬鋳に、統治の藝的にもなる。すなわち、入舞

の発見によって、統治の響的であるr事物の遍講な醗翼まとは人員の纏縫の増

大を毒すものとなるのである睡．65幻。人員の置かれた状態を改善すること、

その霧を増大させること、人嚢の平均寿命を増大させること、健康を保つこと

　・，統治の霞的とは、王室の富を塔大させ’ることでもなければ、看主の寿命

を延ばすことでもなく、また君主魑入の健康に気を配ることでもなくなるので

ある。

　入費を中心にした知識もまた、形成されるようになる。いうならばこれは、
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r統治の科学まである。現在わたしたち煎　r経済6CG簸。盤εまと呼ぶところ

のものはこのときに発見され、それをめぐって罫経済学董一あるいは罫政治

経済学6CG簸。藤e鉾蓋娠鱗e　jが形成されるのである。

　上で述べてきたような転換が生じるのは、露量紀のことであるが．これ以降

統治趨まかの権力の形態にとってかわるということではない。むしろ統治は、

そのほかの権力の形態と屡をなすように、購時董行的に歓会の中で機寵する。

先コ＿鹸はこのことを、往権規律一締帥論融腰ん難’る瞬

65撰。これらは複合的なかたちで近代縫会の現実を構成しているのである。

　最後にこの羅の講義を、フー葺一は欧のように統治姓の観念を燦定してしめ

くくっている．

　　「このr統治牲垂という言葉によってわたしが意験するのは、次の3つのこ

とがらである。

　i）「統治性雪という言葉は、さまざまな調度、手続、分析、省察によって購

成熱る総俸、すなわち、緯に翻納ではあるが・かつ複雑でもあるよ独

形態の権力の行綾を許す誹算と戦術のことを意賺するものである。この形態の

権力のターゲットは五霞であ撃、その主要な知の形態は政治経済学であ甑必

要とされている妓籍的手段は「安全sec疑搬鵜の諸装置である。

　2〉蓼統治性霊という霜葉は、また、長い類問にわたって西洋に広く行き渡っ

ていた、ゼ統治嚢と呼びうる権力の形態解、そのほかの権力の形態〈主権、焼

律〉を徐々に涯倒していき、その結果として、統治のさまざまな装置と知の複

合捧の発展をもたらしたという、その顛痢を意賺するものでもある．

　3〉最後に、統治性とは、中盤の司法羅家がほ5量紀、総量紀に行政馨家に

な鯵、しだいにゼ統治化垂されていくようになる遜程、いやむしろ、その過程

の帰結を意蘇する。獲1群65鑓

　このよ猿、フーコーは、階為磯融としての広義の纐台磯愚雄

具体的には懸人や家や蟹家の統治についても視野に含みつつ、狭義の統治の簡

題として、直接の議譲を近代に特有の「統治姓重という鰻念にしぼって考える
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という立場を表隣していると言える。彼は欝78年・欝79年講義の中で、（聾ギ

壁シャ哲学および窃蟻キジスト教、（2）近代携類の羅家運性譲、ポ婆ス論、（3／

露毯紀以来の夢ベラ婆ズムの懇懇的伝統、（4〉戦後のネオ・ジベラ婆ズム、の

それぞれを論じながら、統治牲が形成されてくる遷程について、縫会懇懇の綴

からこれを論じているが喜、この中でもっとも力点が置かれているのは、絹ら

かに（3／と（虜のジベラ夢ズムの簡題である。続絵姓蘇究の題舞の中でも夢ベラ

ジズムは、現代に至るまでその影響力をとどめているものでもあ参、その終焉

を含めてもっとも現実性の高いものであるからであろう。

3　統治豪生写｝究《鯵製i謹と課題

　以上のようなフーコーの統治盤醗究縁、「近代歓会の申での鰯懸盤と全体性

の統合3に麗する醗究ととらえることができるだろう。現益の統治盤暴発は、

ほぼこの範麗におさまると考えられる。

　管見したところでは、フーコーの醗究を引き継ぐさまざまな議論で接われて

いる内容は、次の2つに大きく分類することぶできる。

　i）統治盤概念そのものの検討、およびフーコー霞身の懇懇納経竸の中での

統治権礒究の位置づけ．米谷圏江や葺夢ン・ゴードンの鐸業ぶこれに当たる．

　来谷は、鴛簿年代半ばまでのフーコーの思懸の流れの建長上に統治姓羅究を

位置づけると共に、コレージュ・ド・フランスi蟹8年・79年講義の記録テープ

の聴取にもとづいて、統治姓観念の構成を聡らかにしょうと試みている．彼女

の惇業によって瞬らかになるのは、統治姓観念がそれまでの権力に絶するフー

コーの議論の麺長上にあるものであ警、かつその後に展麗さ為る衰己をめぐる

テクノ賞ジーの形成の議論を内包するものであるということだ。統治性嚢究は、

この意狭で、中期までのフーコーの著作と瞳年の著窪との橋渡しをするもので

もあるi毎。

　ゴードンも講様に、コレージュ・ド・フランス講義にもとづいてフーコーの

統治牲暴究の流れをおさえている。また破はさらに、統治牲馨究が持っている
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場代的な意味を浮き彫りにし、統治化が進行する現代歓会で統治されるものが

統治をどうやって乗り越えていけるのかとい駅実践的な腿懸絶心を含むフー

コーの政治学の全鉢像に遮ろうとも試みているi㍉

　2〉透代以降の統治化の遍程、「安全まの装置、知の形成を具体的に分衝しょ

うとするもの。多くの醗究はこのカテゴジーの中で行われている。

中でもバーチェノレ、ゴードン、ミラ噛癖フーコ講灘は近代にお身ナ

る、統治姓をめぐるさまざまな知の形成、薪安全3の装置の形成についての諸

論者の検謎集艇た論文集である．掻われている購は3ベラ獄ム隷圭

会敢策、続誹学、保験、麓罪学など、非常に多緩にわたっている・統治牲醗究

の再籠性の韓の広さをうかがわせる論集である。

i）が総譜磯に隷偽基礎作業であるとする妨ば2／磁嚇馳な麟

究である．当然ながら、講者のどちらが欠けても十分とは言えないわけである

が、よ参実吟豊かな内容を持ちうるのは．どちらかといえば2／に羅するもので

あろう．上訓フーコー効果鮮現旅る麺禰砿さ終ることながら・

縫会それぞれに露有の統治化の遍程ぶおそらく存在しているはずであるし・そ

の騒懸盤を闘うことも重要な課題とな叶うる。

　したがって、わたしたちに与えられている課題の一つは・フー灘一の統治性

確鋸程紳で具鋤な鰯1磯愚こついて2ゆめ嫉訥磯を種種
ねていくことであるといえる．当然そこでは、艮本縫会はどうなのかという鶏

題が浮上してくる・近理代馨本にお舞る夢ベラ墾ズムの懇題・あるいは桂会政

策や「旛桂羅家」化に絶する開題、ジェンダーやセクシュア婆ティにかかわる

問題鶏などを検討していくことが璽能であろう。

　これに換えてもう一つ本稿で旛摘しておきたいのは、フーコーが統治性を考

える諜に提示しているrヒト／イエ／クニ涯という参黙枠に幾わる開題である。

　アンチ・マキャベ夢ストのr統治の技法ま論を検討する中で、フーコーは

　「ヒト／イエ／クニまという三つの項について、それぞれの統治の霧型牲を捲

擁していた。rヒ鰹（密邑〉の統治と「イエゴ（家政〉の統治、そして「クニ」
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行政縫会議集　第最巻　第i号

（領土〉の統治は等置できる形式を蒋っているというのである。それは、菱イエ」

の統治がそのほかの二つの項のモデルとなっているためであった。

　しかし、近代以降の鮭会においては、これら三つの項についてそ劇ぞれ懸鰹

の統治を考えなければならない。rクニまの統治については人貸が新たな薄象

として登場し、これをめぐる知、すなわち統計学が誕生し、統治性は主に国家

という全体を掻》、ながらもその率の懸人の幸謳をどのように達成するかという

開題をめぐって考えられていくことになる。先ほど捲摘したように、統治牲は

罫近代歓会の中での懸幾姓と全体姓の銃創という腿題をめぐる観念であ穆、

それによって「ヒ瞬とrクニュの総題は、蝶介として罫イエ茎を中間項とす

ることなく直接に結びつけられるようになっていく。また、「ヒ瞬の統治に

ついては、喩運の系譜学」として経年のフーコーの思索の中で取参搬われる，

ことにもなる（郵セクシュア夢テの歴史丞の第2巻・第3巻〉。

　このように「イエ」の難題の重要性は権鰐的に低下するものの、決して消滅

してしまうわけではない。フーコー自身、近代以降の家族について、「家族は

今や、宗教や道徳的盤質を有する開題のいくつかに纏わること以外については、

統治のモデルではなくなってしまう。飽方、醤立つようになってくるのは、人

霞の内的饗鎧としての家族であり、人轟の統治の基本的道具としての家族であ

る。ゴ　ゆ．65葺と遠べているように、rイエ」はモデルであることをやめるか

わ蓼に人員の統治に関わる重要な要素と考えられるようになる。

　家族が大震の塔減にかかわる重要な要素であることはいうまでもない。西歓

において近代以前の農疑屡にしばしば晃られ，る嚢婚は入舞締鯖のための主要な

手段の一つであったし、近代以前の警本縫会において家族が共同体の意思をあ

るときは代行するような形でr闘引き」という人縫擁麟をおこなったというこ

ともあった。返縫末以降も、馨家は家族を嬢介としてしばしぱ人々の道徳に介

入し、あるいは人海をコントロールしょうとしていたのである・

　しかしな越ら、家族という燧獅の繋象について、どのようにして統治の道具

として機能するのか、その点についてフーコーは機酪以上のことは遠べていな
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い。また、後続の醗究もあま鯵存在しない玉㍉現在の続絵姓羅究では、この嚢

が一つの弱点になっているように、患われる。この弱点を補強するためにも、近

代の罫イエ」の瞬題について、またそのほかの二つの項との纏わりの問題につ

いて考えていく必要がある．

4　家政論の票講一近代以降における誓イエ」の翼題

　上で違べた瞬題を考えるために、手がか導として歓来および費本における近

盤末からの新家政論達、すなわち、rイエ」の問題を直接取り振う言説について

見てみることにしたい。ただし、本稿ではその系譜の詳総に立ち入るのではな

く、あくまでも全体的な流れの確認にとどめる。

欧米にお1ナる「家政論」の系譜

　透代以薦において、家政を論ずるのは男性の役割であったことはすでに知ら

れている．ヨーロッパではW．グージの稼放書凄（欝22年〉やW．ホーベル

クのゼ篤農講　　貴族の農粒生活垂（欝82年〉などがそうである。これらはす

べて男性の手によって書かれ、読者としても男盛を想定している。内容的には

アンチ・マキャベ蓼ストの「統治の技法ま議1に逐い。

　たとえばホーベルクの著書は、讒者としては中・下級の貴籏（荘獲領主〉を

仮定して》、るらしく、農業・籏地経営摂大きなウェイトを占めている。また、

籟地の適饗な運営のモデルとして家政が考えられてお甑その家政をうまく統

治していくために必要なことは家長懸人の節舗であるとされる・家長は家の誰

よ瞬も早く起き、誰よ静も遅く籏につかなければならず、また頷地内のあらゆ

ることがら（領野を含む／について熟知していなければならない・r家政」と

いう霊薬は、ここでは葬常に広い籠灘のことがらを含むものとして篤いられて

いる。狭義の家政に臆する料瑳や家屋の管理から、農業・領嬉経営、頻民の管

遷、召整いへの態度、子どもの教育、妻との関係などである。

　この種の医家政論においては、家長俵入が身を重しく修めることが家政を
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正しく治めることに通じ、それがひいては領地の適燐な統治につながるとされ

る。「ヒト／イエ／クニ」という三三つの項に関する　「続絵の技法達は講型であ

り、「イエ」は縫の二つをつなぐ蝶介項である。もっともこの段階では、「ヒト」

とは貴族などの上流隊級の男性家長であり、「イエ穿とは彼の家族（召使い等

を含む〉のことであ蓼、「クニ」は綾が治める範露の領地・荘霞であって、万

人に還濁する一般的な準馨として統治が考えられているわけではない。また、

男性家長が治めるべき人聞一人一人について彼はよく熟知していなけれ・ぱなら

ないと、フーコーの徹入権かと講じ準則が表れてきているが、その場合の

難識の蓄積の方法なども定型化されていない。

　奉稿ではこの段躇の家政論を、「〈豪猪〉論としての家政論と呼ぶことに

したい。家政がすなわち、rイエ」を治めるためのさまざまな技法を意緩し、

それが額羅や燧人の統治と購型のものであった靉靆である。

　雫内敏夫によれ，ぱM、こうした包揺的なr家政論から逓縫後半から近代に

かけて教育に臠することがらが分離していくプ獄セスがある．子どもの養育・

教畜に臠することがらは徽育論として農宣し、ブルジョワの磁教官論

（」．ロックや」．一」．ルソーなど）から欝盤紀のF学校教畜論へと変化してレ・

く。その遍程で、貌幼児の身体をめぐるヂ養蕎論は、敦幼児死亡率低下が急

務であった時代の要請を反狭して医麟らによって独立した霞説とな参　（W．キ

ャドガンのゼ子どもの養育と管遷に関するエッセイ遷、i篠8年、など〉、やがて

は構髭書」という新しい分野を窮り饑いていく．

　これにともなって、家政という書葉が尽す範露も纏摩する．それはギ家政論

が薄象とする隊屡の変化でもあった．男性家長が家政を取りしきる下級貴族で

はなく、かわってr家政護翻が論ずる鵡象とするのはブルジョワ単婚家族であ

る。この家族は、窮性が外で働き、女性が内で家事・蕎発をする葦という煙

霧役割分業を構造原理の一つとする。ここにいたって、「家敬譲」も、家政そ

のものの麺い手も、男性から女性に移行する。婚星紀イングランドで灘蔽され

たさまざまなF家政書葺ま、主に中産階級の女雛によって、この酷綴の女性た
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ちの堤実にあわせて書かれたものであった・Lビートンの『家庭管理読本套

（i86i年〉などが代表擁である。

　その内容は、召縫いの捲揮・監督や、敦幼児の身捧の管選、家庭医学、籍生

などを含みながら、調選・被騒・住居といった現代家政学の項饗を中心に編成

されるようになっている・r〈家事〉識としての家政論の段踏である・

　この段麩には、末段という新しい薄象を持った統治性が統謙学という知と共

鍼立して靭、また鰍の樋を撒け礎観して帳酷綴では響スト

教道徳縫が大きなウ躍トを励磁う1こなってきている・では」ク判

と靴継の統治の樺穣が変化してしまったことに罫イエまの統治はどう端籍

しているのだろうか．それは今見たように、家政の内実をr家事まへと燐雛つ

めつつ・そこへ夢科学まの方法を導入するという形で行われるのである・

　こうした繧向がはっきりと現われてくるのはアメ夢力の家政学においてであ

る婚，アメ夢力家政学の系譜をたどると、欝量紀半ばにおいてキャサ夢ン・ビ

＿チャーとハ躰歴ぜ一チャーストウ暁離調会う・ハ紅ッレビ

＿チャ＿スト殖躰で劇スト鉄ノ・しすなわちrアンクル略ムのノ1’

塵の瀦として鍋れているが、妓隷解練者であった黴たちは嫌の

家事労働に依存することなく中産階級の主婦がどうやって家の中を管遷するか

という問いに．罫家事の金運化まという方策をもって答えようとする。著書の

中で示隷ている獄のシステかキッチン蠣襲なる舗嚇怒は注嬬

一人で管理可能な鰻られた空鷺を緯分化して、講理・趨熱・配膳・鞍納・保存

といった機饒を醍分するというものであった。工場や軍隊学校といった空聞

における、「纏分化し・再講成する権力まとしてのディシプ夢ンの権力につい

てフーコーは『監獄の誕生露で語ったが玉6、今や家莚内の私的な空聞にもディ

シプ夢ンの権力は侵入してくるのである。

　　罫サイエンス葺としての家政学は、アメ夢力家政学の確立者の一人とされる

エレン、スワ買一嘩チャーズにいたっていよいよその様糧を醗確にする。彼

女は露簿年代にマサチューセッツ工科大学で化学を学び、ギ家事の化学」の溝
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想を立てる。妻チャーズ以降、主婦はキリスト教道徳の体罷者である£家庭の

天健誰としてだけではなく、私的領域における麟学の捷い手」としての姓穣

を兼ね備えi孔講連単と栄養学の知識を通じて家庭という空聞に「近代科学」

を導入し、縁工」の統治に新しい要素を瀦えようとするのである。

鷺本における新家政論まの系譜

　馨本でギ家政論の系譜を近代以羨にさかのぼる場合、通常は儒家懇懇の

　「吝家書葺や紅家譜謝が参窯されようぶ、ここではもう一つの系譜として江

戸後幾の在幾羅学者の著俸に磨を磨けてみたい。

　鰺縫縮末から緯量紀蕪半の誘学の運動の率には農本主義的，懸想に支えられた

ものも多く」育ちこわし葺の激化など叢時の混戯した状溌を憂い、農民に繋

する嚢力更正捲導を行うことで縫会秩序の安定を確立しようと努めた者も少な

くなかった．そのため綾らの著作にはr農書まとしての姓馨を持つものが多く

見受けられる。記逮には、神道の影響の下での愛徳的色彩が色濃く残ってお参、

いまだ近代のr金運姓」の領域へは入ってきていない部分も多い。

　飼えば、下総羅松沢村の宮負定雄は『長家要衝書（鰺3i年）i8において、麹ら

を瞬舎の芋掘名主窪と称し、村落支配老驥の心得について述べている。最初

の章は「薬篭」であむ、麟学者の例に漏れず神道鑑檸とそれに纏わって醗術的

色彩とが色濃い書軸であるが、続いて畷嬢藩医交合」といった人鑓の再生産

に関わる領域、「習芸ま「議i書≦といった教育的ことがら、「農業ま「商売」とい

った生産労働についてそれぞれ講じ、最後に「耕鋤の心購えを説くといった

影で議論を展開している。この著書の中で一貫しているのは、五霞－生産力と

いう観点から、糊瞬き」を壼め、生産労働に従事することによって農民が霞

力更歪することをめざすという複点である。その燦に彼斜強調したのは、農村

を領主から（ひいては天皇から〉覆かる村長欝らが籔を示す必要があるという

ことであった．おおよそそのレト夢ックは、ヂ其間瞬を歪むべき村長が舞って

子鷺鱗先達にな甑莫罪を導く倫もあ磐て甚だ患多き事な鞍．押というように、

絡玉　『
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農耕支翫者緩が当時行なっていたと想定される罫弊まを指摘してその害を説き、

更正をうながすというものである。

　この宮負の『疑家妻薄遇などにおいては、主に富農屡・農村支醍者屡を讒者

として想定し、支配者屡が霧ら生活における摸簸を示すことで農讐全体の生産

性を高め、窮乏から醸することを駿的としていた・農耕支醗者が自らを絞め・

家族内秩序を保ち、それによって誓ムラ」を適燐に治めることを馨毒したとい

う、転では、3一ロッパ近量のr＜家治〉譲としての家政論に逐いものがある

といえよう、また、鱗えばr既遂［註海台教！を女子に教る事、是又父兄の持

鰍疑しるべUとい聯弾の敦兄誇縫の諜粥iか紅いる2％とか
らもわかるように、語蓼かける繋象はあくまでも男性であった。この点も、

「〈家給＞譲まと購様であったことが指摘できる。
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行政桂会灘集　第難巻　第i辱

　瞬治に入って以降になると、敏米の数多くの稼政謝が翻訳されるように

なる．こ轟ら「翻訳家政翻は過渡難の蓬物と箆なすことができるだろう．読

者は全員が男雛である．耀えば次のようなものがある。永獲健1豹訳、謬百科全

書家事倹約講雲、鰺獲年21。永蜂秀樹纂訳、ぎ経済小学家政要躍、懇76年22。

徳穣濤蘇譲、ζ家内心得葦　　一名縁家備凄、醤76年23。海老名薯訳、『家事要

法露、i8雛年24．繭襲寅七郊編述、蓼婦女必読家事要請垂、i88i年2き。瞬治初年

から鱗治欝年代麟半という早》壌寺期の鐵版である。

　これらはいずれもほとんどが、歌米のr家政書∫の翻訳である．“翼eal出陣を

「養生曇と課すなど、絹語法では饗来の「養生論などの伝統に従うところも多

いが、内容としては当然ながら藷（家事〉譲としての家政論となっている26．

　訳者たちの馨的濾醤であったのだろうか。麟霞編のゼ家事要請垂の「小雛

に1は、次のような編著者による記述がある。「然れども蟹の本は疑にあ滲．民

糠　

弁 天

一一
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　よるキッチンの購想（葺

　（海老名晋蟹、罫家事要泌雲、
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ミシェル・フーコーの統治姓機念一その磐程と展醗（葛橋準〉

の本は家にあ参。家政整はざれば纏ぞ其の国を富ますを得んや。西哲招く．羅

力を増益し名誉を宇内に輝かすは羅舞…の数華こ襲ると難iも。亦其力量と性質とに

震るを多しとす。醸して、其の力量と性質とは民家の経済藥穂に霽れ吟と。宣

なる駿．2㍉ここで藷られているのは、羅家の力を増大させるための家政の充

実である．当時致米に匪敵する透代露家樹立に向けて嚢本政府および知識人た

ちがさまざまな努力を重ねていたと推察されるが、家政に男性知識人たちが春

曇したのもその一環であったというわけだ28。

　「男性翻訳者による女の家政書」に平行して、数少ないぶ男雛著者による男

性1醸す稼放書達も出版されている。望薄誠、『家政妙論垂（欝欝年〉などがそ

れにあたる。職業選採や醗鶴考選叛など、翼代家政学とはやや異なる内容を含

み、読者として男性を主に想定しながらも、村落の経営などは内容から構えて

いる。あくまでも小土地辮有農浸や小商いを行なう程度の曙屡の単婚家族が受

け手と疲定されてお鯵、その慧駿で分水嶺に位置するギ家政書墜といってよい。

　瞬治20年代になると、今度は女難執筆者による女性のための薪家政書董が登

場する。鯛えば、風生蜜の『選繕教授女子家政論垂は鰺89（明治22）年、下

襲獣子のゼ家政学遭上下巻は鰺§3（瞬治26〉年に、それぞれ鐵叛されている。

　これら韓本の女性による「家政書まは、多くが夢女子教畜まの麟度と結びつ

いている（高等女学校や女子麟鑓学較で教科書とすることを想定して編まれて

いる〉。こののち、謄量紀の末年から鎗量紀祷頭にかけての女子中等教育の整

備の中でも、罫家麩教育∫の概念と共に、く家事〉をその内容とする家政学は、

より質の高い労働力・兵力の養成を直接に担う「母親の必須の教養として位

置づ諺られるようになっていく。東京女子高等麟籔学校の教員で、のち東烹家

政学醗を興した大渡スミのf三ぼう主義避、つま甑懸人における仏法、羅

家における鉄麹とならぶものとしての家における女房の重要性の強調訟などに

は、紐ト／イエ／クニ涯という三つの項にそれぞれ独立した統治の原理をそ

ろえ、「クニ茎の繁栄を覆う「ヒ粒の盲域をfイエまが支えるという三項鶴

の関係が成立したことが表わされている。国家はrイエまの統治の手段の一つ

鯵i一
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として家政学を必要としたのであ蓼、その握い手として捲名されたのはr母親三

すなわち女難であった。もちろんその裏には、民法などの法的燦定によって支

えられることになる、嚢本逝代における家長権の存在瑛ある。こ轟もまた、

ζイエ」をめぐる統治の原選の一つであり、二つは霧ものあるいは鰐撹的なも

のというよ瞬まむしろ、椿補う灘係にあるものと考えた方がいいであろう。こ

のように、馨本における近代国疑露家の編成に繰しては、「イエ1という項を

めぐって当辮から強くジェンダー化されたカが働いていたと害えるだろう。

5　おわ雛こ　　今後へ病1ナて

　ミシェル・フーコーの統治娃概念は、知／権力／嚢己に壷ぶ第灘の鍵機念で

あったが、彼の生繭に著書としてまとめられなかったためにその存在も有効性

もこれまではあまり認められてこなかった。しかし、鱒年代に入ってから綾の

議i論はさまざまなかたちで継承され、豊かな醗究が展騨されつつある。

　本稿では、統治性観念の基本的な内容確定を行なった上で、フーコーや綾の

議講の継承者の藩究に欠けている部分を補うために．まず欠けている部分につ

いてのラフ・スケッチを鑑いてきた。統治や統治牲の緩念は、家事や懸人の身

体といった罫私的蓬な領籔の変動をとらえる礫にも有濡であ吟、かつ単にそれ

らを「私的」なものとしてそれらをとどめてしまうのではなく、近代園浸緩家

編成といったF公的塵な領械とつながりを持つものとして、また「政治姓」を

有するものとしてとらえることを可能にしてくれる。今後は・具体的な素材の

分断を通してこうした豊かな璽籠性の追求を行っていかなければならないだろ

う。

※本稿後半の叙遠は、婚毅年から競年にかけての一橋大学大学醗における中内

敏夫教授（当時〉のセミナーでのさまざまな資料の検討が基盤となっている。

中内教授およびセミナー参癩者のみなさんに感謝したい。
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ミシェル・フーコーの統治控機念一その幾程と展醗（轟橋準〉

　　　　　　　　　　　　　　　駐1

茎　　Fo駁ca擁t，M．，　ノ～44擁耀εゴεsω鋸鴛ゴεM∫‘海部F｛｝観協擢オノ9710－／98凱　茎〉ar圭s・

　」簸董離農で｛里，圭989．

2　パ夢にあるミシェル・フーコー・センターでは、コレ・一ジュ・ド・フランス

　におけるフーコーの講義の録音テープが鵜絹できる。また、轡78奪1、ig79年

　両年の欝頭講義はSε溢茎蛙から毒販されている。

3　　Fo駿ca綴t，醗．，“Go畿vεr登e欝e嚢ta嚢t§｝｝，鎌湊；認認露融盤一23獣Par量s・Ga灘醗我r感

　　i継．艦擁蹴i67－8，Se御酌eのece盤娩r，ig78、および盈・嬬鰯

　　ε0郷‘薙欝麗εs，登。．6，A膿級難葺，欝79、にそれぞれイタ夢ア語、英語で叡録さ

　れている。

4　たとえば以下のようなものlFo穫ca鍵t，擁、，“0醗鷲setS鎖蓼雌atl獺7㍉澄論認

　　改擁s，獅一2毅，簿§4、北緯購一議、ダ全体的なものと騒的なもの罫フーコー・

　　龍山・山本、『フー3一の〈全体的なものと懇鶴なもの〉選、三交社、欝93奪、

　　に所鞍．F。駐ca麟，M、，“Les簸圭etetle購v沁r｝㌻，傭ε餓撚灘一396」鰹・

　　鋼鰍獄、柱体と権か、陣イフアス、ラビノウ暮蝉鷹騰か翫
　　『ミシェル・フーコー　購造主義と解毅学を超えてL筑摩婁勝、1鯵6年、に

　　瞬叡．F。慧ca麟，M．，“L農tec醸・1噸ε麟tl軽鞍eδesl麟V重藤、館3ε雄略

　　欝一364，ig鱗、購村籔讃、薪懸人に関する政治テクノロジー惹銀緯・雲課、

　　蓼自己のテククロジー垂、岩波書痴、欝§｛｝年、1こ翫叡。

5βaπy，A．，OsむG蹴，T．磁鍵GSε，即e翻触‘翩翻P・癬耀R麟醜
　　Lo蟹董。鼓，UCL　Press，i　g96、B鞭τc数｝轟，G．，Gorδo甑C・a鍛6M羅εr・P・（を6s・》

　　翫β。羅露助欲ε擁ゴ8ε魏G薦γ蹴8翩翻賛εrt無δ鰍e灘arvester

　　鴨eats碁ea｛，醜i、G蹴，醗a撮」磁s・捻，丁譲s、IF・躍麟糖物P・朧織

　　Lo蟹茎G轟，裟。酸艶｛逡ε，ig§3、など。このほか、　S壷鐙。簸s，」鱒Fo齪β麗露浸漉ε

　　繊細，L。繭塗，嚢藤織e，i螂、Ll・y6，M、“F綴a磁憾掘ca撮P磁cs：

　　AStrate警y｛・rFe鹸1癬ラ’，酸しl瞬，簸細撫。装er湾曲・1翫

　　加舞ご超ズM醜名」梅躍翻」錘短池3θご癬8‘纏‘ε躍麗だ鼠舞耀癬毎s灘a鶏夢s擁e・

　　長窪ac灘濃aR，エ997、Pe騰．M．，館擁擁磁6醜翫蕊・晦L。蜘簸・

　　疑綴t艶6彗e，欝94、なども離分的に統治姓について撮っている。

6　来谷園江、「ミシェノレ・フーコーの統治稚硬究弘ぎ懇懇基盤丹号、玉露8隼。

7　罫。就a鍵t，ig璽，醗一239。以下2月工費講義録についての註は本文中にペ一

一163一
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　　ジ数を記して示す。

8　　Fo聾ca載量t，玉994，　∫》一3（）6，萎L237。

9　Fo襲ca膿，鯵8§、および来谷、蝕96、を参懇。

欝　米谷露江、「ミシェル・フーコーの統治姓講究」．東窯大学大学院総合文亀醗

　　究科修士論文（未発表〉、欝鱒年、および米谷、謄96。

i　i　　Gor6｛｝鍛，C．，“Gover簸灘ε鷺t婁萱艮a縫。薮a藍建y塵’，量鍛露縫ぎ。簸ε盤，G．，Gor40簸，C．a盆δ

　　醗講er，P、（破墨s．》7驚εノ箱。舞むθ舞舞餓‘訟S魏だ乞ε5魏Go麗プ館携ε露如お麹L｛〉瓢妻。登，

　　疑arves艶rW蚤eats舞ea｛，iggi．　r統治の乗撃越え淫に絶しては、たとえば、

　　Fo績。隷綴t，M．，“Es重4壷｛1｛懲。量魏夢orも3継＆e登e難serP鈴，」ひ誌s露‘愛γぬ，膵一296，

　　鯵鱗、などを参顯。

鴛　たとえば、近代馨本の公麺鰹渡は人々のセクシュア亨ティに絶するダ安全涯の

　　装置と考えられていた。高機準、多選代の売買春をめぐる麟度ま、福島漿女性

　　史纏纂委員会霧、『姦島察女鑑受遺、欝98年、に駈数、を参蕪．

欝　ジャック・ドンズβの『家族に介入する国家毒の。麗亜ot，｝．，撫麺鋤ε42S

　　廊窺縮織Paぎls，醗搬雛童，簿77、宇波彰讃、新曜歓、雄毅年〉は、フーコーの

　　統治姓についての講義以麟に著された著書で、ドゥルーズーガタ琴の「アレ

　　ンジメント」（鰭錐ce盈e難t〉の凝念を覆いているが、栓会のダ安全まの装置と

　　して家族が機影していることを指摘している点でフーコーの統治櫨醗究と通

　　じるところがある。

14　中内敏夫、蓼教育学第一歩毒、岩波書濤、珍88隼。

蔦　アメ華寿での薪家教論の系譜には家政学の麹にもう…つ、家事の歓会匙を

　　志寓する薪マテ肇アル・フェミニズム達の流れがあるが、本稿では麟愛し

　　た、　　翼3y｛至ε轟，D．，。4　‘ε貿2鷲だ　1）o耀s認‘　Rεび｛ぜ舞琵。難㌔　Rε飛ぎ㌶愈窺，　30｛r霞露s駕

　　£寵晒ε護耀漉醗飾耀，∫8簿19餓Ca繭r量透蓼e，擁A，醗丁ぞress，1蜘、野

　　舞美智子・藤原典子訳、『家事大革命違、勘草書霧、欝85年、を参蕪。

茎6　ぎ。簸ca虚，厳．，S欝癒漉r認館漉プ一躍傭離郷ε磁藏歩廊。難，Paでls，Gal簸搬a羅，

　　ig75、羅材撫談、国難獺の誕盆選、新潮鮭、鯵77年．

葺　樽木簿、ゼ家事の政治学匪、書士廷、簸95年、艇頁、

⑱　テクストは、裳負定雄、眠家妻徳∫、軍野満校欝・尾形鵜雄解題、『家義霧必

　　集・疑家妻捲雲（生活の吉典双書／、八薮書房、簿83年、によった。

鯵　宮負、ゼ畏家要講書下巻、第十五「替長の巻葺、
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ミシエル・フーコーの統治牲緩念一その射程と展麗（葛橋準〉

2§　購書、上巻、第獲新嬉嬉の巻あ

2王未放つき原著建．ただし、亀離かによれば・瑛大堀ルレム祇ヤン

　　ブノ吸。ベルト呼ヤンブル氏曾テ地斑ノ勤二就キテ其ノ指ヲ人二喩

　　サンが為二…qと鱗言暮こあることから、伽励麗麗卿卿伽∫寵

　　癬傭欝蜘競艇鰯鐙敏鵜恩レ臓L麟餓w至惣膿＆R⑰搬
　　C難＆灘旋fS、かと思われる。亀高京子・三東縫子・熊蟹知恵・極谷麗子、「家

　　放書からみた瞬港都繁の家政（学／についてあ　蓼東京家政学院大学紀要毒i8、

　　生飯8隼。

22灘は、董至廠難，E、登．，難出郷藤欝冨窺卿舞露醤εwY・r購a騨

　　＆3醸塾ers，里離、の訳．後編ま、A曲ewC・麟ε躍鰍9醒8魏雌／離離

　　（i8織、および、伽齢s躍，鰍糾・灘繍（i8諭からの認後繍

　　いわゆる稼政調からの翻ではな㌢・．むしろ浮陽物躰の騨をめ

　　ぐる墜育論である．窮紛、泳蜂秀樹纂訳羅潮・学家鞭旨後

　　編盤の原典解競ま、講本家政学会大会鞍告」鱒8年．による。

23β曲盤，亜．，翫勲伽劔κ㈱綴離総噸耀磁L。費甑so・Bεe鵬

　　i8繕、　の訳。

24君麟er，C£、，麟St。wε，露．8．，翫P廟戯躍飾纏ゴ‘S漉罵New

　　Y礎1｛，」．至3．For｛董農CO．，i87〔｝、の訳。、

器　騙誉者の蔑韓1に、「醜の書は欧米諸氏の家事経済書中より本邦の婦女に適すべ

　　きものを訳載し螂糖の書臨いて其の欠蚕纏蕪ひたるものにしで…」

　　と麟、編儲騨懸で鞭蠣著熱病編棄抜粋したものであると思わ

　　れる．
26　亀轟ほか、1978、のほか、3r3懸罫。振，瓦，餓δKa灘et誌a，K．，‘℃o飢餓撒t量ve

　　S麟Gず醸s．盆．F．琶as藪ell’s‘翫飾癬認卿ぬε灘纏魏a麟C£・

　　馨ee鞭ゼsT養ree3。。盆S。難D・搬es電量C盆C㈱鯉’，加撚」｛紹・縦伽灘ゴごε

　　　歴舞舞鴛，蒋鷺，i鯵8、に詳しい・

27　漢字および変棒がなによる原文をここでは書き下して表記している。

28　欧張の懲量紀後半のr家政書まやr畜羅書まの中で転瞬家」「国力」が参

　　　際されるようになってきている。たとえば、「わたしたちの子どもたちのうち、

　　　三分の一か畔分購妨ぬ積読まわれる．状灘縁ったく変わっていな

　　　いのだ．危険なまでの犠駐によって、わたしたちの馨家（簸麟。麟のカは欝身

一盛5一



行政縫会論集　第難巻　第i弩

　　奪われているのである。3（Mrs．駐e磁ey，盈吻窺」鞠鴛魏8Lo磁。登，G琶orgε

　　長倉護擁ε透蓼e　a擁｛董So賞s，員蔓鴻，‘憧登tro鍾簸。霞。董ギ㍗など臼

29　大江スミ、ξ三ぼう主義蚕、宝文館、懲簸隼。

鎗　大江スミはイギ登スの家嫉にこのヒントを得たという（破女は文藻省から灘

　　遣されてイギ夢スに黎学している〉．イギ夢スでは鱗人の講難を支えるものは

　　キ琴スト教であるところが大江の「三ぼう主義」とは異なるところである、
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